
「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立生駒中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和３年１０月２７日～１１月１５日 

実施内容 

「本と図書室に親しもう」 
・図書５冊貸し出し 

 ふだん２冊まで貸し出しの図書を、読書週間中は５冊貸し出しに変更しました。

 

 

・図書委員会活動強化 

 図書委員会主宰のスタンプラリーを企画し、景品として手作りのしおりなどを作

成しました。 

児童生徒の様子 

・５冊貸し出し期間中は、シリーズ作品などをまとめて借りる生徒が多く見られま

した。 

・図書委員たちは、企画会議やしおり作りなど積極的に取り組みました。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

・直近に一年生向けのビブリオバトル実演をしていたこともあってか、ふだんあま

り見かけない生徒も図書室を訪れていた。 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立生駒南中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和３年１０月１９日～１１月９日 

実施内容 

「読書を楽しもう」 
①別置「ハロウィンボトル重さ当てクイズ」10/19～29 

 昨年度、好評だったクイズ 2 回目ということで、ボトルの重さを変えて用意した。

手で持って、重さを量り、グラム数を応募用紙に記入。後日、正解に近かった 4 名

にちょっとしたプレゼント（しおり、シャーペン、クリアファイルなど）をあげた。

②イベント「ゴーストみっけ！クイズ」10/26～11/9 

 クイズを解いて、本の隙間に隠れている小さな 3 匹のゴーストを見つけるという

クイズをした。3 種類のクイズを 2 パターン用意し、1 人またはグループでクイズ

を解く。ゴーストは本から少しはみ出させて棚に隠す。答えは、分類番号、著者番

号になっている。見つけた生徒には、しおりと鉛筆をその場でプレゼント。 

③「移動図書館」11/5 

 図書委員全員が、5 冊ずつ選んだおすすめの本と新刊を、図書館から搬出し、渡

り廊下に運び展示。休憩時間と昼休みに貸し出しを行った。図書委員は、本をアピ

ールするために POP を 1 枚ずつ作り、全ての本にナンバリングをする。（その場で

貸し出しするため。）貸し出し用紙に本の番号と学年・クラス・氏名を記入しても

らい、その場で貸し出す。用紙は、司書が預かり、パソコンで貸し出し処理をした。

児童生徒の様子 

①31 人の生徒が参加。図書館に来た生徒全員に声をかけ楽しんでもらった。2 回目

ということで、2 年生が興味を持って多数参加。最初は、重さの見当もつかないな

りに気軽に参加してくれた。②例年なら図書委員がクイズラリーを実施していた文

化発表会もコロナ禍でないので、図書館で何か楽しいイベントができないかと思い

企画。意外と 2 年生の男子が短い昼休み休憩中参加して楽しんでくれた。来年度は、

図書委員を中心に行えたらと思う。③22 人が貸し出し。1年の教室が図書室から遠

く、短い休憩時間にくるのは、なかなか難しい状況なので、読書推進の後押しとな

るよう毎年実施。図書委員は、前日の放課後に本の移動、当日はいつもより早く登

校し、移動図書館設置準備（机の設置、自分が選んだ本の展示）、昼休み、休み時

間には廊下に立って呼び込みや貸し出し手続きを手伝ってくれた。市役所の HP 南

中のツイッターで様子をあげている。1 年生にとっては、その場ですぐに借りられ

ることが好評で、友達同士、本の内容の話で盛り上がる生徒、「何冊も借りてもい

いの？」とすぐたくさん借りる生徒、興味をもって立ち読みしていく生徒など賑や

かで楽しい移動図書館となった。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

③「もっとやってほしい」と 1 年生からの声があり、検討課題とする。様々な取り

組みをすることで、全ての生徒に気軽に立ち寄れる場所になればと思う。 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立北小中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和３年１０月２８日～１１月３０日 

実施内容 

「先生のお薦め本！」 
中学校の先生方に、お薦めの本の 

紹介と中学生のときに読んで印象 

に残った本があればそれも書いて 

もらいました。 

図書委員が各学年担当の先生方に 

アンケート用紙を渡しました。ア 

ンケート用紙はそのままラミネー 

トして展示しました。展示も、図 

書委員がしました。 

校長先生、教頭先生、担任の先生 

には、図書委員がインタビューし 

て用紙に書き込みました。 

校長先生や教頭先生にインタビュー 

した図書委員は、ずいぶん緊張し 

たようです。その模様は図書館便 

りに載せて、先生・生徒・5，6 年 

生の児童に配りました。 

紹介された本も一緒に展示してあります。蔵書にない分は、生駒市図書館から借り

て展示しました。 

 

児童生徒の様子 

中学生も小学校高学年の子らも先生方の紹介文を熱心に読んでいます。 

このコーナーの本は、やはりよく動きます。 

校長先生が紹介された『論語』を小学生が借りていったのには驚きました。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

インタビューを受けた校長先生も教頭先生もとてもていねいに応対してくださっ

たので、それまで遠い存在だったのが少し身近に感じられたのではないかと思いま

す。 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立緑ケ丘中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和３年１０月２７日～１１月９日 

実施内容 

「最後の頁を閉じた 違う私がいた」 
・図書館、昇降口など数か所に「読書週間」告知ポスターを掲示 

・〈図書館だより〉11 月号にて予告 

・イベントとして“本の福袋”・栞/ブックカバーの配布“を実施 

・図書委員企画の特集「映画の原作／ノベライズ」のコーナー設置 

 

 

 ※本の福袋の詳細 

  図書委員が選書ならびにヒントカード作成 

 

 ※栞／ブックカバーの配布詳細 

  図書館マスコットキャラクターのイラスト入り３色 

  出版社付録の栞を活用 

  読書週間の素材利用のブックカバー(文庫版)  

 

 

 

児童生徒の様子 

“本の福袋”のヒントカードに大変、興味を示していた。 

 

２学期開始以来、給食無し/午後のオンライン授業と忙しいスケジュールの 

為か昼休みの利用者が激減し、そのままの状態が続いている。(ぜひ改善したい) 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

福袋や特集から新しい本と出会い、それが興味や視野の広がりにつながっている。

 

 

 

 



景品のメインは、

美術部員が作った

NDC キャラクター

をあしらったしお

りです 

「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立鹿ノ台中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和３年１０月２０日～１１月２０日 

実施内容 
「さまざまな分野の本を読んでビンゴをそろえよう！」
日本十進分類法の 10 種類の本と、先生のお薦め本、エコの本、生駒市図書館発行

の中学生向けブックリストの本、絵本・写真集などの本を読んで、升目にハンコを

もらいます。一列そろえば素敵な景品をプレゼント。パーフェクトの人はブックカ

バーがもらえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の様子 

最初は様子見だった生徒たちでしたが、こちらが声を掛けて１年生がやり始める

と、次第に興味を持つ子が増えていきました。図書室に来ることが少なくなる３年

生の中にも、ちょっとやってみようかなという子が何人かいました。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

NDC ごとに作った本のカードを持ってきて、この本はどこにありますかと聞いてく

る生徒もいて、小説だけでなくいろいろな分野の本が図書室にはあることがわかっ

てもらえたようです。図書室を隅々まで歩き回って、なるべく読みやすそうな本を

選んでいる姿はほほえましいものです。 

 

先生のお薦め本はワゴン

に集めて、いつもは書架

に貼ってあるメッセージ

カードと共に展示

各 NDC ごと

に学校にあ

る本のカー

ドを作り、

本選びの一

助としまし

た 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立上中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和３年 11 月８日～11 月 12 日（POP 展示は 11 月 1 日～12 日） 

実施内容 

「おうちの方への貸出会及び 1 年生読書 POP 展示会」

目的：・生徒の読書活動や上中学校の図書館活動に対する保護者の理解を得るため、

   上中学校の図書館を見学してもらうと共に、家庭での、家族での読書を促す。

・文化発表会の展示と読書週間の一環として、1年生が国語科で作成した POP

の展示会を併設し、POP で紹介された本も展示して、貸出を促す。 

方法：・生徒の貸出カードを用いて、保護者に図書館の本を４週間５冊まで貸出。

・市図書館北分館からの集団貸出により、保護者用の資料（文学、実用、教

育関係）を多く準備する。 

・3 年生の保護者は三者懇談の来校時。 

・1，2 年生の保護者には申込書を配布して来校予定日時を確認。 

1 年生の読書 POP 展示会は、文化発表会の展示と読書週間の一環として開催し、POP

で紹介された本も展示し、貸出を促す。コロナ対策としては、マスクの着用、図書

館入口での手指の消毒をお願いした。また、事前に申込書を配布し来校予定日時を

把握することで、人数の確認や滞在時間を分散するなど、コロナ対策の一助となっ

た。 

 

児童生徒の様子 

POP 作品はどれも工夫をこなしたもので、生徒達もじっくりと見て、作品と共に展

示した本を借りていく姿も見受けられた。やはり、POP のインパクトで普段は読ま

ないジャンルの本を読むきっかけになったのではないかと思う。また、保護者向け

に準備したセット本（ランダムに 3 冊をまとめたもの）を生徒が借りる様子から、

世代を超えて読みたい本があるということを確認した。 

おうちの方への貸出会では、保護者と共に来館し、おすすめの本を紹介しあう様子

も見られた。 

 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

今年度３度目となる家族貸出が、少しずつではあるが、保護者、生徒に 

浸透してきているように思う。今回の取り組みで、22 組の方々の参加を得ること

が出来た。これからも、恒例行事として取り組んでいきたいと思う。 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立光明中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和３年１１月８日～１１月１９日 

実施内容 

「様々な本にふれよう！！」 
 

 様々な本にふれるために、本校では二つのこ

とに取り組んだ。一つは、全校生徒が作成した

POP の掲示である。夏休みの宿題として取り組

んだ POP を図書委員会で選定し、各クラスから

金賞１つ、銀賞を２つ選出した。それら３つの

POP に、学級全員の POP を図書室に掲示し、生

徒の読書意欲を喚起した。 

 二つめは、中学１年生でビブリオバトルを大

瀬中学校と合同で授業に取り組んだ。Google 

meet を用いて、大瀬中学校の松下教諭は伝える

力、本校の篠原は質問する力の育成を目指した

授業を行った。それらを踏まえて、各校でビブリ 

オバトルを行い、１２月上旬に代表者２名を選出 

して、合同でビブリオバトルを行う予定である。 

児童生徒の様子 

 POP の掲示を見ながら友達同士で「読んだことある！」「図書室で借りよう～」

など楽しみながら見ていた。その後、図書室で本を借りる生徒もおり、読書意欲の

向上がうかがえた。またオンラインでの合同授業では、初対面ならではの緊張感を

感じつつも、意見交流を行っていた。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

 本校では朝の読書に取り組んでいる。POP や合同授業を通して、より集中して読

書に取り組み生徒が増えた。今後も、継続して主体的に読書する生徒の育成を目指

したい。 

 



「読書週間（10/27～11/9）」の取組 
学校名（ 生駒市立大瀬中学校 ） 

実施日 及び 

実施期間 
令和３年１０月２５日～１１月２２日 

実施内容 

「いろいろな本を読んでみよう」 
・読書スタンプカードの配布 

期間中に貸し出しした生徒にスタンプカードを配布し、１冊につきスタンプ１つ

押印、５つたまると、「マグネットしおり」「美術部しおり」「いろいろしおり」の

中から好きなものを選んでプレゼントを行った。 

図書委員による告知、昇降口と図書室前に告知掲示を行い、普段よりたくさんの

生徒が図書室に来館した。 

 
  

・１年生ビブリオバトル授業 

国語の授業にて、「ビブリオバトル」の授業を実施。発表の仕方、質問の仕方等

の授業を行い、一人１冊ずつ本を持ち寄り、実際に生徒もビブリオバトルを体験し

た。また、光明中学とオンラインで合同授業を行い、本を通して交流も図れた。各

班、各クラスからチャンプ本を選出した。１２月に再度、光明中学と学校代表各２

名ずつのビブリオバトル授業を行う予定。 

児童生徒の様子 

ビブリオバトルの授業では、自分の言葉で自分の選んだ本をしっかり紹介する姿が

みられた。また、クラスメイトが紹介する本に興味をよせ、質問を積極的にする生

徒も多かった。期間中は、普段より図書室の利用が多く、ビブリオバトルで紹介さ

れた本を探しに来る生徒も多かった。また、読書週間で５冊借りるために、普段読

まない分類の本を手に取ってみたりする姿もみられた。 

取組後の変容 

（子ども・家庭・教師） 

読書週間をきっかけに、図書室に来る生徒が増えた。読書の習慣につながる良い機

会になった。また、生徒が紹介した本に興味を持ち、探しに来てくださる先生もい

らっしゃいました。 

 


